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国
家
の
生
命
線
と
は
何
か 

―
「
小
日
本
論
」
再
考
― 

津 
野 

幸 

人 

 

今
年
の
桜
が
散
っ
た
こ
ろ
、
息
子
は
悪
性
癌
の
た
め

に
５７
歳
で
死
去
し
た
。
遺
言
に
よ
れ
ば
大
学
農
学
部
を

早
く
辞
め
て
、
私
と
一
緒
に
本
格
的
な
有
機
農
業
を
や

り
た
か
っ
た
そ
う
だ
。
親
の
身
に
と
っ
て
は
、
子
に
先

立
た
れ
る
ほ
ど
悲
し
く
辛
い
も
の
は
な
い
。
考
え
て
み

れ
ば
、
先
の
太
平
洋
戦
争
で
死
亡
し
た
軍
人
・
軍
属
は

約
２
３
０
万
人
だ
。
息
子
よ
り
も
若
い
前
途
有
為
の
若

者
た
ち
で
あ
る
。
御
両
親
の
味
わ
っ
た
悲
嘆
は
私
た
ち

夫
婦
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。 

中
隊
長
と
し
て
中
国
戦
線
に
従
軍
さ
れ
た
藤
原
彰
先

生
（
一
橋
大
学
・
名
誉
教
授
）
の
著
書
「
飢
え
死
に
し

た
英
霊
た
ち
」（
青
木
書
店
）
に
よ
れ
ば
、
兵
士
た
ち
の

約
６
割
は
、
戦
闘
に
よ
る
死
亡
で
は
な
く
栄
養
失
調
に

よ
る
病
気
や
、
飢
え
が
死
因
だ
っ
た
と
分
析
さ
れ
、
さ

ら
に
、
こ
の
悲
惨
な
事
件
の
背
景
に
つ
い
て
、
次
の
点 

 

    を
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
①
過
剰
な
精
神
主
義
、
②

敵
の
火
砲
の
軽
視
、
③
補
給
部
門
の
軽
視
、
④
参
謀
ら

の
机
上
の
空
論
的
作
戦
主
義
。 

政
治
家
の
靖
国
神
社
の
参
拝
は
、
右
の
事
実
を
踏
ま

え
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
っ
た
の
は

戦
場
の
兵
士
だ
け
で
は
な
い
。
都
市
住
民
の
大
部
分
も

同
様
で
あ
っ
た
。
私
の
通
っ
た
田
舎
中
学
の
同
級
生
の

一
割
は
栄
養
不
足
が
原
因
で
結
核
に
か
か
っ
て
い
た
。

「
国
民
を
飢
え
さ
せ
な
い
」
こ
れ
こ
そ
が
政
治
家
の
最

大
の
義
務
で
あ
る
。
だ
が
、
現
在
の
政
策
を
検
討
す
る

限
り
、
ど
の
政
党
も
、
世
界
最
低
の
穀
物
自
給
率
２５
％

と
い
う
日
本
国
家
を
救
う
手
立
て
は
な
い
よ
う
だ
。 

輸
出
産
業
を
重
点
的
に
発
展
さ
せ
て
、
そ
の
稼
い
だ

金
で
、
外
国
農
産
物
を
輸
入
す
る
。
こ
れ
が
一
貫
し
て

と
ら
れ
て
き
た
我
が
国
の
政
策
で
あ
る
。
が
、
果
た
し

て
こ
れ
が
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ
う
か
。
農
業
後
継
者
の

減
少
の
た
め
、
か
つ
て
財
界
幹
部
が
唱
え
た
「
日
本
農

業
安
楽
死
」
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
米
は

余
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
が
、
現
在
の
米
消

費
は
戦
前
の
半
分
以
下
で
あ
っ
て
、
米
・
麦
・
飼
料
を

自
給
す
る
に
は
現
有
農
地
を
倍
増
す
る
以
外
に
手
立
て

は
な
い
の
だ
。
幸
い
に
も
わ
が
国
に
は
、
５
百
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
新
農
地
の
開
拓
余
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
。 

さ
て
、
先
の
太
平
洋
戦
争
の
発
端
は
、
わ
が
国
の
軍

事
力
を
背
景
と
し
た
大
陸
進
出
で
あ
る
。
歴
史
認
識
と

い
っ
た
立
場
で
い
え
ば
、
大
航
海
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
に
よ
る
軍
艦
と
大
砲
に
よ
る
植
民
地
獲
得
競
争
か

ら
を
問
題
と
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
ア
ヘ
ン
戦
争
以

来
弱
体
化
し
て
い
た
当
時
の
清
国
を
、
恰
好
の
獲
物
と

し
て
き
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
で
あ
る
。
わ
が
国

も
そ
の
轍
を
踏
ん
だ
。
大
陸
進
出
の
象
徴
で
あ
る
満
州

国
建
国
批
判
決
議
を
１
９
３
３
年
国
際
連
盟
総
会
で
行

っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に
し
て
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退

し
て
、
孤
立
へ
の
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。 

当
時
の
我
が
国
で
、「
満
州
は
日
本
の
生
命
線
だ
」
と

い
う
世
論
が
圧
倒
的
に
力
を
持
っ
て
い
た
。
大
陸
で
の

権
益
を
手
放
す
気
運
は
皆
無
に
近
か
っ
た
。
こ
の
時
、

石
橋
湛
山
―
戦
後
首
相
と
な
り
中
国
と
の
国
交
回
復
を

は
か
る
―
は
、
東
洋
経
済
新
報
を
武
器
と
し
て｢

小
日
本

本
論｣

を
喧
伝
し
た
。
彼
の
主
張
は
、
大
陸
に
有
す
る
権

益
は
一
切
放
棄
し
て
、
小
さ
な
道
義
国
家
と
し
て
の
道

を
歩
め
、
と
い
う
当
時
の
人
心
か
ら
す
れ
ば
全
く
異
端

の
説
で
あ
っ
た
。
右
翼
、
軍
部
の
跋
扈
す
る
社
会
で
の

命
が
け
の
発
言
だ
。
理
想
を
掲
げ
た
偉
大
な
言
論
人
と

し
て
全
く
頭
の
下
が
る
思
い
が
す
る
。 

食
糧
を
外
国
に
依
存
す
る
限
り
、
政
治
家
の
言
う
シ

ー
・
レ
ー
ン
防
衛
論
が
国
の
「
生
命
線
」
を
守
る
と
い

う
大
義
と
し
て
、
国
民
へ
の
説
得
力
を
持
つ
だ
ろ
う
。 
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